
研修のねらい 

 本年度第 2 回栄養部会オンラインセミナーでは、『低栄養と肥満症』をテーマ

に開催することとなりました。 

入院患者では、低栄養が比較的起こりやすく、予後にも大きく影響するといわ

れています。また、低栄養になると、免疫機能の低下、筋力・身体機能の低下、

創傷治癒の遅延、感染症リスクの上昇などにつながります。その結果、入院期間

の長期化や再入院、ADL（日常生活動作）の低下にも関連するといわれています。 

一方で、日本人は欧米人と比べて、BMIがそれほど高くなくても糖尿病・高血

圧・脂質異常症などの健康障害が起こりやすいとされています。そのため、「体

重が重いという肥満」だけではなく、内臓脂肪や肥満に伴う健康障害が問題視さ

れています。 

今回の講師の先生は、名古屋鉄道保険組合名鉄病院病院長 葛谷雅文先生と

大阪大学医学部附属病院栄養マネジメント部栄養管理室長 長井直子先生にご

講演を賜ります。 

葛谷雅文先生からは『高齢者の低栄養－特にサルコペニア・フレイルとの関係』

と題して、高齢者の低栄養について栄養士が知らなくてはいけない知識をご教

授いただきたいと思います。 

長井直子先生からは『肥満症治療における管理栄養士の役割～多角的な介入

による食事療法の支援～』というテーマで、栄養食事指導の中心となる肥満症患

者に対する関わりについてご講演を賜ります。 

『低栄養と肥満症』は、一見すると相反する疾患ではありますが、いずれも栄

養状態の異常に起因し、相互に深く関連する病態であり、良い学びの機会になる

と思います。多くの管理栄養士、栄養士の皆様にご視聴いただき、今後の栄養管

理業務や栄養食事指導に活かしていただければ幸いです。 

配信開始は、9月 30日（水）を予定しています。皆様のご参加をお待ちして

おります。 
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